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◆
予
算
用
語
説
明
◆

●
一
般
会
計
…
市
税
収
入
を
主
な
財
源
と
し
て
、

福
祉
、
保
健
衛
生
、
土
木
、
教
育
、
消
防
な
ど

市
の
仕
事
の
大
部
分
を
ま
か
な
う
会
計
で
す
。

●
特
別
会
計
…
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
や
特
定

の
収
入
で
特
定
の
支
出
に
充
て
る
場
合
、
一
般

会
計
と
は
別
に
そ
の
経
理
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
会
計
で
、
滑
川
市
に
は
国
民

健
康
保
険
事
業
や
介
護
保
険
事
業
な
ど
、
６
つ

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

●
企
業
会
計
…
民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
、
事
業

に
よ
っ
て
得
た
収
入
で
支
出
を
ま
か
な
う
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
事
業

に
つ
い
て
設
け
ら
れ
た
会
計
で
、
滑
川
市
で
は

水
道
事
業
会
計
が
該
当
し
ま
す
。

●
市
税
…
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
で
、
固

定
資
産
税
、
市
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
市
た
ば

こ
税
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。

●
地
方
交
付
税
…
全
国
の
市
町
村
が
等
し
く
行
政

事
務
を
行
え
る
よ
う
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

●
国
・
県
支
出
金
…
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
対
す
る

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
委
託
金
な
ど
で
す
。

●
諸
収
入
…
貸
付
金
元
利
収
入
や
、
市
が
受
託
し

た
事
業
の
収
入
な
ど
で
す
。

●
民
生
費
…
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
の
福
祉

や
生
活
保
護
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
土
木
費
…
道
路
、
公
園
、
市
営
住
宅
な
ど
の
建

設
や
管
理
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
総
務
費
…
市
の
全
般
的
な
管
理
、
企
画
や
選
挙
、

戸
籍
、
住
民
票
事
務
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
公
債
費
…
借
り
入
れ
た
市
債
の
元
金･

利
子
な

ど
の
償
還
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
教
育
費
…
小
・
中
学
校･

公
民
館
の
運
営
や
、

文
化･

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
衛
生
費
…
ご
み
処
理
や
環
境
保
全
、
市
民
の
健

康
保
持
に
使
わ
れ
ま
す
。

会計別予算額
会　計　名 平成26年度予算額 前年度比

一般会計 113 億 9,678 万円 △ 0.3％

特別会計 92 億 7,695 万円 5.0％

 国民健康保険事業 32 億 2,230 万円 3.9％

 後期高齢者医療事業 ６億 9,533 万円 1.5％

 介護保険事業 28 億 8,279 万円 2.9％

 下水道事業 23 億 1,308 万円 10.7％

 農業集落排水事業 １億 5,835 万円 4.4％

 工業団地造成事業 510 万円 0.0％

企業会計（水道事業） ７億 2,243 万円 13.7％

総　合　計 213 億 9,616 万円 2.3％

113億9,678万円

※４～５ページで、実際にどのような事業
　を行うか、主なものをご紹介します。

一般会計

一般会計・特別会計・企業会計を合わせて

総額213億9,616万円

平成 26年度予算「
健
康
寿
命
延
伸
都
市
」

を
目
指
し
て

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、「
ひ
と
・

ま
ち
・
産
業
が
元
気
な
ま
ち
　
滑

川
」
を
将
来
像
と
掲
げ
た
、
第
４

次
総
合
計
画
に
基
づ
く
諸
施
策
の

着
実
な
展
開
を
図
る
た
め
、
市
民

生
活
の
向
上
や
社
会
基
盤
の
整

備
、
産
業
の
振
興
、
教
育
文
化
の

向
上
な
ど
を
図
る
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
ず
は「
健
康
寿
命
延
伸
都
市
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
西
地
区
に
お

い
て
緑
地
を
確
保
し
多
用
途
に
活

用
で
き
る
「
い
を
の
み
公
園
」
の

拡
張
整
備
、
４
年
に
１
度
の
「
滑

川
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
や
「
み
ん
な

の
体
操
会
」
の
開
催
、
食
育
活
動

の
推
進
な
ど
を
実
施
し
、
誰
も
が

健
康
で
長
生
き
で
き
る
都
市
を
目

指
し
ま
す
。
平
成
22
年
度
か
ら
整

備
を
進
め
て
き
た
「
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
の
森
公
園
」
に
つ
い
て
は
、

第
２
駐
車
場
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
化

し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
走
路
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
健
康
づ
く
り
体
力
づ

く
り
の
総
合
拠
点
か
つ
災
害
時
に

お
け
る
避
難
場
所
と
し
て
完
成
さ

せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
で
安
心
な
市
民
生

活
の
実
現
に
向
け
て
、
公
共
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
武
道

館
や
消
防
団
第
一
分
団
詰
所
な
ど

の
建
物
の
外
壁
、
橋
梁
お
よ
び
道

路
付
属
施
設
を
計
画
的
に
改
修
し

て
い
き
ま
す
。

　
加
え
て
、
市
民
生
活
の
根
幹
と

な
る
上
下
水
道
事
業
や
道
路
、
河

川
な
ど
の
整
備
、
浸
水
被
害
対
策

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
着
実
な

促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
若
手
職
員

の
提
案
に
よ
る
「
ま
ち
の
魅
力
Ｕ

Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
地
産
地
消

の
店
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
の
地
域
活
性

化
策
を
は
じ
め
、
土
曜
学
習
推
進

モ
デ
ル
事
業
、
一
流
選
手
が
教
え

る
「
夢
の
教
室
」
な
ど
の
教
育
向

上
施
策
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
ま

す
。

歳
　
出

　
緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
国

内
景
気
を
背
景
に
し
て
企
業
収
益

が
回
復
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法

人
市
民
税
に
つ
い
て
一
定
程
度
の

増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
合
わ

せ
て
個
人
市
民
税
な
ど
に
つ
い
て

も
増
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
税
全
体
で
は
、
前
年
度
比

２
・
９
％
増
と
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
地
方
税
収
の
増
加
に

伴
い
削
減
さ
れ
る
地
方
交
付
税
や

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、

本
市
予
算
に
お
い
て
も
減
額
計
上

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
第
４

次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
諸
施
策
を

実
現
す
る
た
め
に
は
一
定
程
度
の

財
源
が
必
要
と
な
る
た
め
、
財
政

調
整
基
金
や
公
共
施
設
整
備
基
金

の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
っ
て
財
源

を
確
保
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
交

付
税
措
置
が
あ
る
有
利
な
も
の
な

ど
必
要
最
小
限
の
発
行
に
と
ど

め
、
健
全
な
財
政
を
維
持
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

景
気
回
復
に
よ
り
、

市
税
収
入
は
増
加
の

見
込
み

歳
　
入

　
平
成
26
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
国
の
予
算
案
や
地
方

財
政
計
画
、
経
済
情
勢
な
ど
を
勘

案
し
な
が
ら
、
行
政
改
革
大
綱
に

基
づ
く
経
費
の
節
減
合
理
化
と
財

源
の
重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
に

徹
す
る
こ
と
で
、
義
務
的
経
費
や

継
続
的
な
政
策
的
経
費
を
中
心
と

し
つ
つ
も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、

親
子
の
た
め
の
政
策
、
教
育
の
推

進
を
中
心
に
据
え
た
準
骨
格
予
算

と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

義
務
的
経
費
や
継
続
的

な
政
策
的
経
費
を
中
心

と
し
た
準
骨
格
予
算

予
算
概
要

市　税
44億 6,472 万円
（39.2％）

地方交付税
20億 9,000 万円
（18.3％）

国・県支出金
20億 7,646 万円
（18.2％）

繰入金
５億 6,714 万円
（5.0％）

市債
６億 7,060 万円
（5.9％）

地方譲与税等
4億 7,500 万円
（4.1％）

その他
２億 609万円
（1.8％）諸収入

3億 7,637 万円
（3.3％）

分担金及び負担金
2億 7,040 万円
（2.4％）

繰越金
2億円

（1.8％）

歳入

「
ひ
と
・
ま
ち
・
産
業
が

元
気
な
ま
ち　

滑
川
」
の

実
現
に
向
け
て

　平成 26 年度予算が市議会３月定
例会で議決されました。
　一般会計は 113 億 9,678 万円で、
前年度に対して 0.3％（3,983 万円）
減、国民健康保険事業や水道事業な
どの特別 ･ 企業会計予算の総額は
99 億 9,938 万円で、前年度に対し
て 5.6％（5 億 2,948 万円）増とな
りました。
　また、一般会計、特別 ･ 企業会
計を合わせた予算総額は、前年度
に対し 2.3％（4 億 8,965 万円）増
となっています。

歳出

民生費
42億 443 万円
（36.9％）

公債費
10億 2,815 万円
（9.0％）

総務費
12億 1,741 万円
（10.7％）

教育費
10億 42万円
（8.8％）

土木費
14億 9,180 万円
（13.1％）

衛生費
9億 9,829 万円
（8.8％）

商工費
４億 9,151 万円
（4.3％）

農林水産業費
３億 8,045 万円
（3.3％）

消防費
3億 6,248 万円
（3.2％）

その他
2億 2,184 万円
（1.9％）

（　）内は構成比


